
「実社会・実生活と結び付いた課題設定」支援プロジェクト
【総合的な探究の時間普及・充実事業】 【グローカル課題探究支援事業】

【地域連携担当教職員支援事業】

目
的

地域と連携した学校教育の充実に向け、地域連携担当教職員を対象とした研修会を開催し、
道立高等学校と自治体等が連携して生徒を育成する持続可能な連携体制の構築を図る。

内
容

○年２回のオンライン研修 （テーマ例）
・家庭、学校、地域の連携・協働
・地域の教育力を生かした教育活動
○地域連携を担当する
教職員のつながりづくり

○事業終了後の持続可能な
体制づくり

対
象

各学校の地域連携担当教職員
※「地域連携担当教職員」＝社会に開かれた教育課程の実現に向け、地域と学校の連携・協働をより一層

推進するため、各学校において配置する地域連携を担当する教職員

目
的

目
的

対
象

「総合的な探究の時間合同説明会」及び「学校・地域実践事例報
告会」を地域で開催し、「総合的な探究の時間」の趣旨を浸透させ、
生徒が行う探究活動を支援する体制の充実を図る。

グローバルな視点での探究活動を行うことを通じて、生徒の言語
能力、情報活用能力、問題発見・解決能力や、探究活動を実社会で
の課題解決に結び付ける力を育成する。

①総合的な探究の時間支援員（道教委）からの説明
②指定校の実践の紹介
③学校と地域等が連携した生徒支援の在り方に
ついて協議

総合的な探究の時間応援団としてリスト化、全道で活用

①指定校と連携する自治体等が実践発表
②学校と自治体等の連携の充実に向けた協議

実践事例の全道への普及

内
容
等

・道内を10地域（※１）に分け、地域ごとに指定した１校、全道計10校の指定校（※２）の生徒のうち、グローバルな視点で探究活動を行う生徒
・「総合的な探究の時間合同説明会」及び「学校・地域実践事例報告会」は、指定校の存する自治体や企業等を対象に実施
※１ 「10地域」＝①空知、②石狩、③後志、④胆振・日高、⑤渡島・檜山、⑥上川、⑦留萌・宗谷、⑧オホーツク、⑨十勝、⑩釧路・根室
※２ 「指定校」＝芦別高校、札幌国際情報高校、余市紅志高校、登別青嶺高校、八雲高校、旭川商業高校、羽幌高校、網走桂陽高校、鹿追高校、羅臼高校

○６月29日に実施のキックオフセミナー
（グローバルな視点からの探究活動等）

連携：各市町村首長部局及び教委、各振興局商工労
働観光課、社会教育課、各教育局CPSV

運
営

田中 孝平先生（北海道大学）

内
容
等

【道教委】
オンラインセミナー

【各自】
自治体等と連携した

探究活動

【道教委】
探究成果中間報告

【道教委】
探究活動成果発表会

【道教委】
Ezo 探究 festival

○生徒が設定した課題の探究を、自治
体等が支援（フィールドワーク等）

○探究の進捗状況を、指定校
の生徒同士で交流、ブラッシュアップ

○１月８日に実施（オンライン）、
指定校の生徒はEzo tanに出場

○１月27日、北海道大学で実施
ステージ発表とポスターセッション

総合的な探究の時間合同説明会

学校・地域実践事例報告会

学校

生徒

地域


